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超臨界流体技術ワーキンググループは、超臨界流体技術の研究開発に関心の高い、出来れば実際に当技術の研究開発を行っている企業の研究開発管理者や技術者や研究者、および静岡大学の教員を中心に発足する予定です。

我々は、環境負荷が少なく、多方面への応用が可能な超臨界流体技術を出来るだけ早く実用化するために、当技術の実用化に向けた開発課題とその解決方法、経済性の評価、最新の情報の紹介とメンバー間の意見や情報の交換、関連する実験装置やプラントの見学を行う予定です。その中で、当ワーキンググループが超臨界流体技術の実用化を目指す技術者、研究者、企業、公設研究所、大学の研究開発および情報発信の拠点になることを目指します。

更に、他のワーキンググループとの意見交換や講演会の共同開催、情報の収集、共同研究の模索等を通して、グローバル・サステイナブル・テクノロジー分野の大きな研究開発プロジェクトの立案と予算の獲得、戦略的技術開発を進めていく予定です。

今回設立するグローバル・サステイナブル・テクノロジー研究会、およびその中のワーキンググループの特色と強みは、裾野の広い産官学の連携です。研究会への企業の研究者、技術者、開発責任者の参加人数は５０名以上、超臨界流体技術ワーキンググループでは４０名近くになります。この特徴を生かして、従来にはない、産官学がしっかりと連携した新しい体制で研究開発を進め、技術開発の死の谷に落ちることなく、グローバル・サステイナブル・テクノロジーを実現したいと考えています。
超臨界流体利用


技術





環境保全、リサイクル、有害物質処理・・・





微粒子製造、ナノコーティング、精密洗浄、染色・・





有機合成、ポリマー重合・・・





基本物性の測定、シミュレーション・・








